PKO（平和維持活動）とは何か
PKOは紛争地域の平和維持もしくは回復を助けるために国連によって組織される軍事要員をともなう活動であるが、強制力をもたない。普通は安全保障理事会によって設置され、事務総長の指揮下に入る。PKOは大きく分けて監視団と平和維持軍の２つある。どちらも同じ基本原則下で活動する。その原則は大きく分けて以下の２つである。
1 受け入れ国と他の関係当事国の同意が必要である。軍事要員は加盟国が自発的に派遣する。軍事監視団は武装しない。平和維持軍の兵士たちは係争の防衛用武器を携帯することを許されるが、自衛の場合以外の武力行使は許されていない。
2 受け入れ国の内政に干渉してはならず、加盟国に影響を与える国内紛争の一方の当事者に有利になるように行われてはならない。

PKOの問題点

　PKOは原則に基づいて組織、活動されているように見えるが、実際はそうではない。各PKOの共通しているところは、関係国同意の原則、任務、統轄、編成である。その他の人員や装備などは、派遣地域の地勢、活動の任務などによって異なっている。さらに重大なのは、各PKOの共通点としてあげた諸点（関係者の範囲など）があいまいであることである。PKOが万全な平和維持活動軍と考えて無条件に参加した場合、国連協力の名の下に他民族への干渉に参加することにもなりかねないのである。
　PKOは紛争発生の事後対策にすぎず、しかも敵対行為の停止や抑止をすることはできるが、紛争のもとにある問題を緩和、解決することはできない。
　PKOと呼ばれる国連の平和維持活動と、国連憲章一条②、同条③で定められた平和維持に関する国連活動一般とは異なる。PKOはいわば紛争発生時の事後対策、一時的な後始末策にすぎない。一方後者はもっと広範な多種多様なもので、国家間の平和友好関係の強化、世界平和強化のための活動であり、紛争の発生要因を減らし、緩和する活動である。また、PKOは国連憲章に規定されていないが、後者は明確に規定されている。
＜参考：PKO問題の争点＞

国連の権利
　国連は安全保障理事会が中心となっている。平和に対する脅威、破壊、侵略行為が生じたとき、憲章でこれに対応する主な責任を安全保障理事会に負わせている。そのため、平和と安全の維持または回復について重要な権限と任務が集中的に与えられている。第一に、理事会は、平和に対する脅威、平和の破壊または侵略行為の存在を決定することができる。（３９条）
第二に理事会は、国際の平和及び安全を維持しまたは回復するたまえに勧告をすることができる。（３９条）
第三に理事会は事態の悪化を防ぐため必要または望ましいと認める臨時措置に従うように関係当事者に要請することができる。（４０条）

第四に理事会は、強制措置を決定し、加盟国にその履行を求めることができる。（４１条及び４２条）

第一次国連ソマリア活動と第二次国連ソマリア活動の比較
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以上より、ＰＫＯは必要であるが、当事者の同意や協力、人的・物質的資源の確保及び期間・任務の明確化がなされる必要があると考える。また、内戦の政治的解決まで踏み込むべきではなく、人道的介入にとどめるべきである。　（文責：中村）



第一次ソマリア





５０人の停戦監視員


ＰＫＯ総勢4219人（UNSOM）


多国籍軍３万７千人


「希望の回復作戦」





米軍介入 → 二大派閥　歓迎


理由は、内戦による極度の治安悪化により、中・南部を中心に深刻な餓死が発生したためと考えられる。


餓死者数は一日平均３千人。








＜参考：以前のＰＫＯと第三世代ＰＫＯとの比較＞








第二次ソマリア





平和執行部隊


ＰＫＯより重武装、受け入れ国の同意必要なし


総兵力２万８千人


UNSOMⅡ　５月上旬に１万６千人の兵力不足


参加部隊配備遅れる。


　　　　　　→ 各派協力熱意薄まる。


兵力について


アリ・マハディ派＞アイディード派


しかしアイディード派は自らが優位と確信し、武力で政権を奪取するか優勢な軍事力を政治力に転化しうるまでの時間稼ぎとして作戦を練った。


＜参考：ＰＫＯ新時代＞








